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広がる横浜港に大きな氷川丸、美しい花々や噴水、石像――反対側にはマリン
タワーや昔ながらの街並み。山下公園からはさまざまな景色を見ることができます。ど
こを見ても絵になる美しい景観で、描きたいものに心の目をフォーカスさせるのも大変
です。それでも参加者は描きたいものを一つに決め、対象に向けて気持ちを真っ直
ぐに集中させていました。たくさんの笑顔と歓声が溢れる一日になりました。

晴れ渡る空の下、横浜市ＰＴＡ連絡協議会主催の「第３２回　山下公園ファミリー
写生大会」が行われました。横浜ならではの伝統あるイベントで、今年は総勢一万
七千人の方が訪れました。友達同士や家族そろって参加されている方も多く、中に
は「毎年、このイベントを楽しみにしている」という嬉しい声も聞かれました。

第３２回　山下公園ファミリー写生大会
横浜市ＰＴＡ連絡協議会主催
平成２７年4月２６日（日）午前９：３０〜午後２：００

写生大会の協賛をしてくださっている㈱ぺんてるの社員の
方々は、毎年水の処理をしてくださいます。筆をすすいだ
水は、トイレ近くの排水溝で処理されます。通常の水場に
廃棄すると海に流れ出てしまうため
環境に配慮しながら、私たちの写生
大会を陰で支えてくださっています。

《前列左から》
●副会長：山下久美子(保土ケ谷区保土ケ谷中学校)
●会　長：森川智之(港北区大綱中学校)
●副会長：生田麻実(青葉区市ケ尾中学校)
●副会長：星川　薫(神奈川区二谷小学校)

《後列左から》
●会計：樋口眞砂子(金沢区大道中学校)
●会計：相原和行(瀬谷区原中学校)
●書記：亀澤好子(戸塚区豊田中学校)
●書記：丸山智美(戸塚区東品濃小学校)
●書記：星　睦(旭区万騎が原中学校)

横浜市健康福祉センターホールで表彰式が行われまし
た。入賞者は壇上で賞状を受け取り、喜びをかみしめて
いました。エントリー作品はどれも素晴らしく、満席の
会場からは温かい拍手が送られました。

――知っていますか？　水のこと
【協賛：㈱ぺんてる】

第３２回　山下公園ファミリー写生大会表彰式

平成27年度横浜市ＰＴＡ連絡協議会　役員・会計監査

２０１５年６月６日（土）午後１：３０〜
場所：横浜市健康福祉センター 表彰式の様子

東品濃小学校４年　奥　生成 菊名小学校１年　河村優樹

●会計監査
三好吉典
(緑区中山小学校)
酒匂千鶴
(高等学校部会
� 南高等学校教諭)

●副会長：
小松　眞
(小学校長会
� 帷子小学校長)

●副会長：
小椋　歩
(中学校長会
� 潮田中学校長)

平成27年度 スローガン

「おとなも育とう、こどもと共に

〜ＰＴＡで築く 信頼・規範・ネットワーク〜」

　６月12日（金）午後１時より関内ホールにおいて市内の小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の各代表および関
係者689名の出席のもと、平成27年度横浜市ＰＴＡ連絡協議会大会式および総会が開催されました。

時代に対応したＰＴＡに！　〜平成27年度総会開催〜

ごあいさつ
�横浜市ＰＴＡ連絡協議会会長　森川智之
　日頃より横浜市Ｐ連へのご理解、ご協
力ありがとうございます。
　昨今の社会の変化に伴いＰＴＡのあり
方についてさまざまな議論がされていま
す。ＰＴＡの活動や組織運営も時代に対
応して変化していくことが必要である一
方で、変わらず大切にしていかなければ
ならないことがあります。地域での人間
関係が希薄になりがちな現代であるから
こそ、ＰＴＡ活動を通じて子どもを取り
巻く大人の信頼、規範、ネットワークを
築くことが大切であると感じます。
　今年度も横浜市Ｐ連の活動へのご理
解、ご協力をお願いいたします。

大会式　開会のことば、国歌、市歌斉唱に続き、横浜市ＰＴＡ連
絡協議会森川会長から挨拶がありました。来賓からは、横浜市教
育委員会岡田教育長、特別支援学校校長会会長佐塚校長（上菅田
特別支援学校）より祝辞をいただきました。来賓紹介、横浜市林
市長の祝電披露の後、優良ＰＴＡ・広報紙コンクール受賞の各団
体の表彰、横浜市立小学校図画工作教育研究会、平成26年度市
Ｐ連理事・常置委員への感謝状贈呈が行われました。
総会　開会のことば、資格確認に続き、議長団が選出され、予
定の議案は審議後すべて承認され、続いて新役員・会計監査の紹
介、退任役員の挨拶、ＰＴＡの歌を斉唱し、午後4時に閉会しまし
た。
《議題》
平成26年度
●事業報告　●会計決算報告　●補償制度維持費決算報告　●関東
ブロックＰＴＡ研究大会横浜大会収支報告、会計監査報告
平成27年度
●役員および会計監査承認　●スローガン案・活動方針案　●事業
計画案・予算案・補償制度維持費案・関東ブロックＰＴＡ研究大
会横浜大会収支内訳案　●横浜市ＰＴＡ連絡協議会会則改定案

はぐくまれるのは、横浜を愛する心と家族との思い出

★その場所を選んだ理由★
・氷川丸が大きかったから
・マリンタワーが好きだから
・昨年、この像の絵で入賞していたから
・友達がマリンタワーを描いて入賞したから
・なんとなく噴水が気に入ったから
・大桟橋で描いてみたかったから
・葉っぱの色が綺麗で木を描きたかったから

表現するということ

心で  描く

ありがとうございました！

みんなで楽しく描きました

横浜市ＰＴＡ連絡協議会ＨＰにて受賞作品が掲載されます。　→　http://www.pta-yokohama.gr.jp/
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ジャガ
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給食になった
人気メニュー ■材料（４人分）

豚ひき肉	 50g
玉ねぎ	 1/2
ピーマン	 1
赤ピーマン	 1
にんじん	 1/2
なす	 1
じゃがいも	 2
にんにく	 1/4
とりがらスープ	200cc
みりん	 大さじ2
片栗粉	 適量
しょうゆ	大さじ2
サラダ油	 大さじ3
こしょう	 少々

■作り方
①�じゃがいもをサイコロ状に切ってゆでる。
②�玉ねぎ・ピーマン・赤ピーマンは角切り、にんじん・なすは
いちょう切り、にんにくはみじん切りにする。

③�フライパンにサラダ油をひき、にんにく・ひき肉をいため、
香りが出たら他の野菜を入れる。

④�とりがらスープ・しょうゆ・みりんを入れ中火で煮込む。
⑤�こしょうで味を整え、水溶き片栗粉を回し入れる。
⑥�とろみがしっかりついたらでき上がり。

はま菜ちゃん
横浜生まれの
野菜や果物の
シンボルマーク

横浜市 環境創造局
はま菜ちゃん料理コンクール
市内産農産物に対する理解と学校給食へ
の関心を高めることを目的に、新しい給
食メニューを募集する「はま菜ちゃん料
理コンクール」。横浜市内に住んでいる
小学生なら誰でも応募できます（グルー
プでも可）。食べてみたい給食メニュー
が実現するチャンス !?

神奈川県学校栄養士協議会 
我が家の自慢料理コンクール
神奈川県内の小中学校に通う児童の保護
者が応募できます。「酢ーラータン風スー
プ」や「おやさいいっぱいトロトロポト
フ」など、たくさんのレシピが給食に採
用されています。" 子どもの喜ぶ神奈川
産食材を使った料理 " というコンセプト
で自慢の腕をふるってみませんか？ 

学校ごとに工夫されている昼食販売ですが、その充実度には差がある
ことが取材を通してもわかりました。この差をなくすために、横浜市
では来年度から「横浜型配達弁当（仮称）」を導入する計画が進められ
ています。いったいどのようなものなのか、市の健康教育課で伺った
内容をもとに、わかりやすくマンガで解説します。

これからのランチは こうなる?

全市統一の基準献立
前年度の夏には、翌年度の献立作成が始
まります。学校の栄養士がも

・ ・

ととなる案
を作成し、幾度もの検討を経て決定され
ます。決定した献立に基づき、（公財）よこはま学校食
育財団を通じて給食用物資を一括購入することで、良
質・安全な物資の安定供給が可能になっています。
　また、毎年開催されているコンクールから、地場産
の食材を使った新メニューも誕生しています。

学校独自献立
各学校の教育目標や学校行事と関連づけたり、地場野
菜や学校菜園の収穫物を取り入れたりしています。各
学校の独自性を生かした献立として、基準献立と併用
されています。独自献立で使用する食材については各
学校で調達しています。

安心・おいしい・楽しい学校給食
学校独自献立や料理コンクール発の新メニューも充実

バランスィーナ
横浜市の食育推進

マスコット

参加できる
給食メニュー
コンクール

各校工夫ある昼食販売。来年度には
全市統一の「横浜型配達弁当」計画が!

市立中学校のおよそ 9割の生徒が各家庭で作るお弁当（家庭弁当）を持参しています。
でも、家庭弁当が用意できない場合は……？　市内４校の現状を取材しました。

このように一人ひとりの状況に合わせてお昼ごはんを選ぶことは「健全な食生活を実
践できる力」を養うという意味があり、市はそれを「横浜らしい中学校昼食のあり方」
の中でまとめています。多くの家庭で環境が変わる昨今、わが子の将来をも左右する
「食」。もう一度みなさんで話し合ってみませんか？

食器セットのはさみ
常食ときざみ食の中間の形態を食べ
る子どものために、担当の先生が常
食を細かく切るために使います。

肢体不自由の子どもたちが通う上菅田特別支援学校に伺いました。
こちらの給食は子どものニーズにあわせて常食※ 1と特別食※ 2が
あります。食器類も〝返し“のついたお皿など、スプーンで食
べやすく工夫されています。
　給食は１時間。クラスでの配膳には地域の方が介助員として
入っています。自分で食べるのが難しい子どもは先生が介助します。
先生も一緒に食事をするので少し忙しそうでしたが、みんなでご飯を
食べる楽しさが伝わってきました。しかし、誤

ご

嚥
えん

によって肺炎などを
引き起こす危険もあり、先生にとっては緊張の時間でもあります。
　「食事は生きる力に直結しています。」（校長先生）、「子どもが元気に
食事が摂れ、体重増加につながると嬉しいです。」（栄養士さん）などの
言葉が印象的でした。

市立9校すべてに学生食堂
今回はその中から、鶴見区にある東高と横浜サイエンスフロンティ
ア高の食堂を取材しました。どちらの食堂も栄養バランス良く、か
つボリュームあるメニューで生徒の食欲に応えています。また、売
店は休み時間にも利用でき、ライスバーガー・そぼろご飯・菓子類（東
高）、各種パン類・おにぎり・デザート（横浜サイエンスフロンティ
ア高）など、教室に持ち込み可能な食品も揃えられていました。

栄養バランス&ボリュームで
ニーズに応える学生食堂

食事＝生きる力

※ 2 特別食（きざみ・ミキサー）

常食とは別に材料を圧力鍋などで柔
らかくし、離乳食の調理形態（初期・
中期）を参考にして調理したものです。
　最近はきざみ食やミキサー食に対
応してくれる飲食店もあり、少しず
つですが外食もできるようになって
きたそうです。

横浜サイエンスフロンティア高等学校
・営業時間 12：20～ 13：10
・利用数 150 人程度／日
・�通常メニュー 68種類、夏季・冬季麺メニュー各 7種類
（240 ～ 520 円）の中から、日替わりランチをはじめ、
丼物・カレー各種・ハヤシライス・麺類など毎日約 15
種類が準備されています。併設されている売店では、お
にぎり・菓子パン・惣菜パン・デザートなどが充実して
います（100 ～ 180 円）。

・飲料自販機３台（食堂内）
※�鶴見川に面した１・２階のカフェテリアは全面ガラス張
りのリバービューラウンジで、とても明るく開放的です。

東高等学校
・営業時間 12:35 ～ 13:15
・利用数 100 人以下／日
・�メニューは約 30種類（260 〜 470 円 )。
	 �ガッツリ食べられる丼物（汁物、サラダ付）が
多く、人気No.1 は「牛カルビビビンバ丼」。 
３時間目終了までに食券を購入し提出すると、
大盛 (通常+50円 ) 無料、中盛り 20円返金。

・�ライスバーガー (６種類、１個 120 円 ) やパッ
ク入りそぼろご飯 (中 150 円・大 250 円 ) を各
休み時間にも販売。教室に持ち込み可能。

・飲料自販機２台（食堂内）

※ 1 常食
具材を小さめに切って柔らかく
調理されたもの。

市立学校唯一の病弱教育の学校
浦舟特別支援学校には、小学部・中学部合わせ年間

で約 150 名（のべ人数）の児童生徒が在籍していま

す。その半数は、病院に入院している子どもたちで、

病院の中に設けられた教室、また、談話スペースな

どをお借りして授業を行っています。子どもたちの

入院期間や病状はさまざまですが、その間は浦舟特

別支援学校の児童生徒として学校生活を過ごしてい

きます。南区には、浦舟複合福祉施設 11階にある

本校と、市民医療センター 13 階の小児病棟にある

院内学級の２つがあります。どちらの教室もかなり

高い場所にあるため、眺めは大変すばらしいです。

　「入院しているときは、のんびり体を休ませた方

がいいのでは…」と思われる方もいらっしゃるとは

思います。体に染みついた生活リズムは凄いもので、

教室で授業を受けたり、仲間とワイワイやったりす

ることによって、健康だったころの生活リズムが呼

び覚まされ、体調が少しずつ回復していくことがよ

くあるのだそうです。病院に入院すると、今までの

生活環境が一変し、自由度が減り行動範囲も狭くな

りがちですが、そのような中であって

も、希望をもち、どんなことにも前向

きに取り組む子どもたちへと育ててい

きたいと私たちは願っています。

誕生して 66 年経ちました！
昭和 23 年に結核児童のために設立された学校が浦

舟特別支援学校の前身です。その後、食生活や生活

環境が激変、子どもたちが抱える病もさまざまに変

化してきました。浦舟特別支援学校は、退院し前籍

校に戻っても、円滑に学校生活を送れるように学校

間の連携を大切にしています。また、教職員を対象

とした公開研修会を開催したり、保護者への教育相

談を行ったりするなど、「子ども、保護者、小中学校、

医療機関等」の連携も進め、子どもた

ち一人ひとりに応じた適切な指導・支

援ができるよう努めています。

浦舟特別支援学校横浜市立

ここに母校あり ～未来へはばたけ～

PTAが
応援!

お弁当９種類・パン15種類!!
当日注文のお弁当と、自販機のパン・
飲み物を販売しています。お弁当業
者の選定は、PTA・地域も関わり、
受注から販売まで業者が行うこと・
授業時間の変更にも対応し温かいう
ちに配食できること、などを考慮し
て決定しました。お弁当箱の引き取
りでゴミ対策にも配慮しています。
自販機のパンは日保ちのする甘いも
のが中心です。飲み物の自販機は災
害時緊急用にも対応
しています。
　お弁当やパン・飲
み物とも利用者は多
く、昼食時には笑顔
溢れる子どもたちの
列ができています。

最新システムも…利用率低し
カタログからスマホやパソコンで注
文できる便利なシステムですが、ほ
とんど利用者がいない状態です。そ

の代わりというわけで
はありませんが、登校
中のコンビニなどでの購
入が許可されています。

パンとレトルトカレーの自販機
パンの自販機は、以前は甘いものだけで
したが、最近カレーパンが加わり好評で
す。レトルトカレーの自販機は、レン
ジ対応のレトルトカレー・パックご飯・
スプーンがセットになって出てきます
（図）。これを自販機横にあるレンジで
温め、教室に持ち
帰ってから開封す
る決まり。先生の
利用率も高い自販

機です。

レンジで

チン！

ネットで

注文！
中田中学校（泉区）

大道中学校（金沢区）

手渡しお弁当
昨年夏、それまでのお弁
当屋さんの閉店に伴い、
学校と PTA とでいろい

ろと調べて、新たなお弁当屋さん
を決定しました。子ども好みのメ
ニューはあるか・数種類から選べる
か・配達してくれるか・温かい状態
で食べられるかなどの条件に合うお
店を探すのが大変でした。
　朝の受付と昼の配布は PTAが中
心となって（やっていただける方を
現在も探しながら）、日々子どもた
ちのために動いています。朝の注文
時、受付の前を通る子どもたちや、
昼の配布時、お弁当箱を返しに来た
時のちょっとした会話など、食を通
じて関係を深められるチャンスなの
では…とも感じています。

洋光台第二中学校（磯子区）

南が丘中学校（南区）

①�パンは、カレーパンの他、甘いパ
ンが数種類。カレーは甘口・中辛・
辛口の 3種類

②�パン 120 円、カレー 300円
③ �2 時間目終了後〜昼休み終了まで
④�カレー 4〜 5食
⑤�カレー１台、パン２台、飲料４台
⑥可
⑦�なし
※電子レンジが４台あります

①�日替わり、曜日替わり丼や弁当など全
6種類

② 370円〜 470 円
③当日の朝登校時間まで
④約８%　⑤なし　⑥不可　⑦あり

	 お弁当	 パン	 飲み物
①	 9 種類	 15 種類	 32 種類
②	 400 円	 110 円	 100～140 円
③	朝注文、昼受取	 朝&昼	 昼&放課後
④	 約 4%	 約100個
⑤	 なし	 3 台	 5 台
⑥不可　⑦なし

①日替り１種類のみ
② 500円
③購入前日 17:30 迄
④�生徒数約 560 名に
対して年間４件

⑤なし　⑥可　⑦なし

選べる
昼食!

支払いは１ヶ月
まとめてコンビニでスマホやパソコンで

注文出来ます

毎月カタログが
届きます

①メニュー
②価格
③いつ買える？
④ 1日の利用率
⑤自販機
⑥�登校中コンビニ
　などでの購入は可？
⑦お弁当販売への　
　PTAの協力

買い物も
勉強も
アソビも
全部揃ってる
トレッサ横浜

買い物も
勉強も
アソビも
全部揃ってる
トレッサ横浜

よこはま動物園ズーラシア

野毛山動物園

金沢動物園

最終入園時間は園によって異なります

・ズーラシア入園料100円引
・野毛山動物園にてポストカード（本券1枚につき1枚）プレゼント
・金沢動物園入園料100円引

横浜市には、知的障害・肢体不
自由・視覚障害・聴覚障害・病
弱の子どもたちが通う市立の特
別支援学校が 12校あります。

画：A.HIROSE 画：Y-N
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平
成
26
年
度
横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
さ
れ
た
多
数
の
力

作
の
中
か
ら
次
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
会
長
賞
の
う
ち
、
小
中
10
団
体
の

作
品
は
、日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会「
全
国
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
会
長
賞
講
評
は
神
奈
川
新
聞
社
に
よ
り
ま
す
。

神
奈
川
新
聞
社
賞
・
会
長
賞　

つ
づ
き
の
丘
小
学
校　
「
つ
づ
き
の
風
」

　

見
出
し
が
秀
逸
。
表
紙
で
特
集
を
う
た

う
作
り
も
い
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル

も
本
筋
を
し
っ
か
り
捉
え
な
が
ら
も
ユ
ー

モ
ア
を
併
せ
持
ち
、
新
聞
も
見
習
い
た
い

ほ
ど
。
社
会
性
の
あ
る
話
題
も
多
い
。
楽

し
み
な
が
ら
作
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
。

広
報
委
員
長
賞
・
会
長
賞　

西
富
岡
小
学
校　
「
あ
お
ぞ
ら
」

　

柔
ら
か
な
タ
ッ
チ
、
優
し
い
雰
囲
気
の

紙
面
が
好
印
象
。
先
生
や
委
員
紹
介
な
ど

双
方
向
性
に
優
れ
、「
密
着
・
技
術
員
さ
ん
」

は
力
作
。
知
ら
れ
ざ
る
「
縁
の
下
の
力
持

ち
」
に
児
童
た
ち
も
大
い
に
興
味
を
抱
い

た
だ
ろ
う
。カ
ル
タ
風
の
遊
び
も
楽
し
い
。

会
長
賞　
10
校

石
川
小
学
校　
「
い
し
か
わ
」

　

誌
面
レ
イ
ア
ウ
ト
、デ
ザ
イ
ン
が
出
色
。

写
真
の
撮
り
方
や
配
置
も
工
夫
が
あ
る
。

教
職
員
紹
介
は
箇
条
書
き
で
読

み
や
す
く
、
先
生
の
人
間
性
が

か
い
ま
見
え
る
よ
う
で
親
し
み

が
持
て
る
。
子

ど
も
の
絵
を
組

み
合
わ
せ
た
運
動
会
特
集
も
い
い
仕
上
が

り
。釜

利
谷
小
学
校
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り　
み

ん
な 

de 

Ｐ
Ｔ
Ａ
〜
で
き
る
と
き
に
、
で

き
る
こ
と
を
～
」

　

年
間
発
行
回
数
８
回
と
地
道
な
活
動
を

評
価
し
た
い
。
基
本
単
色
４
ペ
ー
ジ
な
が

ら
カ
ラ
ー
２
ペ
ー
ジ
の
か
わ
ら
版
も
随
時

発
行
し
て
お
り
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
も
メ

リ
ハ
リ
が
あ
る
。
わ
か
り
や
す
さ
に
努
め

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
理
解
推
進
に
貢
献
し
て

い
る
。

勝
田
小
学
校　
「
さ
わ
や
か
勝
田
」

　

内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
そ
の
た
め
、

少
し
読
み
づ
ら
さ
も
あ
る
が
情
報
量
は
格

別
。
運
動
会
の
お
弁
当
特
集
は
楽
し
く
目

の
付
け
所
が
ユ
ニ
ー
ク
だ
。「
み
み
ず
く

の
森
」
特
集
も
丹
念
に
拾
っ
て
読
み
応
え

が
あ
る
。
子
ど
も
と
の
密
着
感
が
安
心
を

感
じ
る
。

山
田
小
学
校　

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
誌
「
や
ま
た
」

　

子
ど
も
の
表
情
を
捉
え
た
写
真
が
う
ま

く
、
運
動
会
や
遠
足
の
楽
し
さ
が
臨
場
感

あ
ふ
れ
る
。
雑
誌
の
表
紙
に
見
立
て
た
先

生
紹
介
は
手
が
込
ん
で
い
て
子
ど
も
を
は

じ
め
関
係
者
に
大
評
判
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
う
ま
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
。生

麦
中
学
校
教
育
振
興
会　
「
風
早
台
」

　

遊
び
心
あ
ふ
れ
る
。
写
真
が
う
ま
く
、

作
画
力
も
目
を
引
く
。
お
弁
当
探
検
隊
に

迫
力
、「
地
域
の
働
く
大
人
」
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
ユ
ニ
ー
ク

で
、
原
稿
も
じ
っ
く
り
書
き
込
み
、
構
成

力
も
断
然
。
一
貫
性
を
持
ち
、
飽
き
さ
せ

な
い
。

南
希
望
が
丘
中
学
校　
「
南
希
中
」

　

最
終
157
号
は
話
題
が
充
実
し
て
読
み
応

え
が
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域

ク
リ
ー
ン
活
動
な
ど
校
外
の
活
動
を
精
力

的
に
取
材
し
て
お
り
、「
三
世
代
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
は
圧
巻
。
身
近
な
活
動
を

多
く
取
り
上
げ
て
親
し
み
や
す
い
。

日
吉
台
中
学
校　
「
日
吉
台
」

　

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
各
号
を
別
々
に
制

作
し
た
た
め
、
紙
面
の
イ
メ
ー
ジ
が
異
な

り
お
も
し
ろ
い
作
り
に
な
っ
た
。
羅
列
的

な
レ
イ
ア
ウ
ト
に
工
夫
が
必
要
か
。
150
号

記
念
特
集
号
は
４
つ
の
小
学
校
か
ら
な
る

学
校
区
が
分
か
る
意
欲
的
な
取
り
組
み

だ
っ
た
。

東
山
田
中
学
校　
「
光
の
か
け
ら
」

　

青
空
を
背
景
に
し
た
表
紙
の
統
一
感
が

タ
イ
ト
ル
と
相
ま
っ
て
美
し
い
。

「
Ｔ
ｈ
ｅ 

10
ｔ
ｈ
」
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
質

問
ご
と
に
分
け
た
構
成
が
読
み
や
す
く
わ

か
り
や
す
い
。
最
終
面
の
寄
稿
も
充
実
。

平
成
26
年
度
　
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
校
と
作
品
講
評

「
阪
神
淡
路
大
震
災

20
年
」
も
問
題
意
識

を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

横
浜
商
業
高
等
学
校　

「
Ｙ
校　
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」

　

春
号
は
す
べ
て
の
先
生
、生
徒
の
写
真
を

使
う
な
ど
一
覧
性
に
優
れ
る
。定
期
戦
、体

育
祭
も
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
作
り
と
な
っ
て

お
り
、
楽
し
い
学
園
生
活
が
か
い
ま
見
え

る
。「
お
や
じ
の
会
」は
伝
統
校
で
あ
る
Ｙ

校
愛
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、う
ら
や
ま
し
い
。

二
つ
橋
高
等
特
別
支
援
学
校

「
明
日
へ
〜
卒
業
記
念
号
〜
」

　

桜
と
菜
の
花
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

春
ら
し
く
明
る
い
装
丁
で
き
れ
い
だ
。
と

も
に
学
ん
だ
仲
間
た
ち
、
折
に
触
れ
優
し

く
、
と
き
に
厳
し
く
指
導
し
て
く
れ
た
先

生
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
ま
た
い
つ
か

卒
業
生
た
ち
を
励
ま
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

奨
励
賞　
11
校

日
吉
南
小
学
校
「
日
吉
み
な
み
」

綱
島
小
学
校
「
い
と
す
ぎ
」

矢
上
小
学
校
「
や
が
み
っ
こ
」

東
汲
沢
小
学
校
「
ぐ
み
の
実
」

平
戸
小
学
校
「
な
し
の
実
」

�

す
み
れ
が
丘
小
学
校　
す
み
れ
ニ
ュ
ー

ス
「
こ
の
ゆ
び
と
ー
ま
れ
」

岡
野
中
学
校
「
Ｏ
ｋ
ａ
ｎ
ｏ
」

上
菅
田
中
学
校
「
く
さ
ぶ
え
」

浜
中
学
校
「
Ｈ
ａ
ｍ
ａ
」

荏
田
南
中
学
校

「
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」

金
沢
高
等
学
校

「
金
澤
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
」

―― 平成27年度　常置事業研修委員・常置広報委員 ――
事業研修 広報 事業研修 広報 事業研修 広報

鶴見
武藤　恵 佐藤　泉

保土ケ谷
新屋敷 由香利 工藤　仁美

青葉
三木　絵美 山田　恭子

岩木　順子 船山　美英 宮城　倫代 髙森　まゆみ 山本　恵美子 平井　由佳
佐々木　奈津子 東　一枝 疋田　里砂

神奈川
川越　理絵 近藤　秀樹

旭
内田　千晴 瀬戸口　和美

都筑
松下　智代 池井　恵

鈴木　由加子 小形　麗子 倉本　文子 林　淳子 加納　まり 菊池　真喜
中間　妙子 佐藤　文子 根本　和子

西
常葉　志麻 深山　由希子

磯子
堀川　里恵子 長島　涼子

戸塚
鍋島　麻紀 柴田　友見

竹並　早都子 小島　麻知以 木戸　香奈 阿部　裕子 早田　豊香 山本　芳枝
宮原　宏子 嘉村　幸子 北山　華江

中
五十嵐　和美 中塚　麻利江

金沢
鈴木　和子 近藤　幸子

栄
照井　由加子 萩森　靖子

土屋　美代 金子　麻子 櫻井　雅美 土屋　幸枝 磯貝　幸子 綱島　弘子
青木　志保 佐藤　京子 上林　恵

南
難波田　綾 岡村　恵美

港北
和田　美哉子 上田　洋子

泉
瀬沼　幹太 竹井　奈緒子

南　洋子 山本　美香 今　麻紀 西村　玲子 仲澤　早苗 内田　久美子
田島　由理 田原　亮子 大塚　真実子

港南
松浦　典子 神　亜希子

緑
有村　雅美 成田　美登里

瀬谷
佐倉　幸 鎌田　由美

多田　久代 日高　七子 岡崎　聡美 澤栁　真理子 渡部　直子 髙濱　朝子
山本　妙　 大高　典子 近　秀行

（敬称略・順不同） 特別支援 山本　直子 滝澤　美夏

国
際
交
流
・
国
内
研
修
事
業
感
想
文

　

平
成
27
年
３
月
26
日
〜
29
日
、
沖
縄
県
渡
嘉
敷
島
国

立
沖
縄
青
少
年
交
流
の
家
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
和
の
尊
さ

　
　

横
浜
市
立
も
え
ぎ
野
中
学
校　

井
上　

礼
葉

　

今
回
の
研
修
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
が
、

今
で
も
私
の
心
に
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
は
語
り
部

さ
ん
の
話
で
す
。
渡
嘉
敷
島
は
日
本
で
唯
一
、
地
上

戦
が
あ
っ
た
こ
と
、
手
榴
弾
が
飛
び
交
い
、
目
の
前

で
多
く
の
島
民
が
集
団
自
決
し
、
ま
さ
に
「
生
き
地

獄
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
語
り
部
さ
ん
達
は
終
戦
か
ら
も
、
苦
し
い
日

々
を
過
ご
し
、
今
で
も
そ
の
不
安
を
胸
に
抱
き
な
が

ら
、
私
達
に
語
り
続
け
、
自
分
の
考
え
を
持
ち
伝
え

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
に
参
加
し
て
、
島
の
人
の
温
か
さ
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
、
協
力
し
て
達
成
す
る
こ
と
の

喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
か
け
が
え
の
な
い
自

然
を
間
近
で
感
じ
、
平
和
の
尊
さ
を
心
に
刻
み
、
自

分
自
身
が
成
長
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　

横
浜
市
立
軽
井
沢
中
学
校　

井
上　

渚

　

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
そ
れ
は
私
達
が
よ
く
言
う
言
葉

で
し
た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
中
学
生
と
協
力
、
学

び
合
う
こ
と
を
目
標
に
三
泊
四
日
、
渡
嘉
敷
島
で
行

動
し
ま
し
た
。
渡
嘉
敷
島
で
は
私
達
が
訪
れ
て
い
る

日
に
慰
霊
祭
が
あ
り
ま
し
た
。
島
の
戦
争
を
体
験
し

た
方
か
ら
お
話
を
聞
い
た
時
に
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
悲
惨
な
事
を
私
達
は
知
ら
な
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

の
か
と
思
い
ま
し
た
。
渡
嘉
敷
島
は
島
全
体
が
国
立

公
園
で
す
。
と
か
し
く
ビ
ー
チ
で
見
た
亀
は
私
の
一

生
の
思
い
出
で
す
。
こ
の
様
に
私
達
は
渡
嘉
敷
島
で

た
く
さ
ん
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
初
日
は
こ
れ
か
ら

頑
張
ろ
う
と
い
う
意
味
で
、
二
日
目
は
先
生
を
忘
れ

な
い
と
い
う
意
味
で
、
三
日
目
は
美
し
い
海
を
守
っ

て
い
く
と
い
う
意
味
で
、
そ
し
て
最
終
日
は
い
ま
ま

で
あ
り
が
と
う
と
い
う
意
味
で
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と

言
い
ま
し
た
。
私
達
が
言
っ
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と

い
う
意
味
と
思
い
出
を
私
は
き
っ
と
忘
れ
ま
せ
ん
。

平成２７年度　優良ＰＴＡ表彰校
各区部から推薦され表彰されました

おめでとうございます

学校名 区部

矢向小学校ＰＴＡ 鶴見

青木小学校保護者と教職員と地域の会
神奈川

西寺尾第二小学校ＰＴＡ

老松中学校ＰＴＡ 西

今宿南小学校ＰＴＡ

旭白根小学校ＰＴＡ

上白根中学校ＰＴＡ

釜利谷南小学校ＰＴＡ（とらいあんぐる）
金沢

小田小学校ＰＴＡ

矢上小学校「父母と先生の会」 港北

いぶき野小学校ＰＴＡ
緑

中山小学校保護者と教師の会

さつきが丘小学校保護者と教職員の会

青葉つつじが丘小学校ＰＴＡ

鴨志田中学校ＰＴＡ

つづきの丘小学校ＰＴＡ
都筑

中川小学校ＰＴＡ

小山台小学校ＰＴＡ
栄

庄戸小学校ＰＴＡ

西が岡小学校ＰＴＡ
泉

領家中学校ＰＴＡ

三ツ境小学校ＰＴＡ 瀬谷

日野中央高等特別支援学校ＰＴＡ 特別支援

　４月１５日（水）関内ホールにおいて、平成２７年度横浜市ＰＴＡ新任
役員研修会が行われ、約700名が参加しました。
　初めに、横浜市教育委員会学校支援・地域連携課の山手英樹主任指
導主事より「家庭・地域・学校のよりよい連携をめざして」をテーマ
にした講演が行われました。
　続いて、横浜市ＰＴＡ連絡協議会役員よりＰＴＡ基本知識の情報や
説明、ＰＴＡ役員経験者から経験事例紹介がありました。「何事も前
向きにとらえ活動してほしい」と温かい励ましの言葉が贈られました。

新任役員研修
会


